
質感イメージングの創成
情動モニタリングを用いた良質な質感評価ビッグデータの集積と
質感認知に基づいた高度質感イメージング技術の産業応用

千葉大学 融合理工学府

イメージング科学コース（画像系）

准教授 津村 徳道 （代表）

リーディング研究育成プログラム
研究推進提案



5スタッフ



密接な学際的連携（文学～工学～医学）

行動科学
Cognition

遠隔
医療

情報工学
AI,BigData

材料工学
Material Design

医学・医工学
Medical

イメージング

例

矢田先生松香先生

小川先生 桑折先生



（ＮＴＴ西日本のＷｅｂより）

（ＮＴＴドコモのＷｅｂより）

提案の背景
●新しい電子商取引の時代

●求められる商品の質感再現性（色，粒状，光沢 など）

(Ａmazon.co.jpのＷｅｂより）

(ユニクロのＷｅｂより）



撮影・観察環境の質感へ与える影響

白色光 タングステンランプ

高輝度モニタ 低輝度モニタ



3Dプリンターと質感再現

ittala 日本文化北欧文化 ロイヤル
コペンハーゲン

信楽焼

質感再現が重要



2001年
千葉大学発

JSTさきがけ

質感工学・質感マネジメント
２つの新学術領域

研究グループの位置づけ
産学連携
（競合との
違い）

新学術領
域へ大勢
参画

JST HPより



（ＮＴＴ西日本のＷｅｂより）

（ＮＴＴドコモのＷｅｂより）

提案の背景
●新しい電子商取引の時代

●求められる商品の質感再現性

(Ａmazon.co.jpのＷｅｂより）

(ユニクロのＷｅｂより）

さきがけ研究２１ 研究提案

2001年に作成したスライド



膨大な質感産業と
要求される高度な質感マネジメント

車の外装 車の内装 パッケージ

化粧業界

コンピュータ
グラフィックス
（映画産業，
ゲーム産業
等のコンテ
ンツ産業）

これは
CGです



例：信楽焼の粒状感マネジメント法

思ってた
印象と違う…

ディスプレイの輝度を考慮した粒状感マネジメント法の構築

同じ画像でも表示環境によって質感の見えが変わる．

思ってた
印象通り！ディスプレイ A

高高

低低

最大輝度値

ディスプレイ B
最大輝度値



質感再現のための研究連携

質感（視覚）
科学

情動計測

質感工学 情報工学

質感マネジメント

質感
モデル

産
学

連
携

基
礎

研
究

溝上グループ 堀内・平井グループ

津村グループ 今泉グループ



関係分析

主観評価実験（←AI用ビッグデータと関係）

評価画像

粒状感 G を0~100で判断

強

✓評価時間自由
✓20代の男女7名

✓暗室下
✓ランダム表示

彫りの深さ(振幅) A

9×3 = 27枚合計枚数

実験環境

実験風景

最大輝度 L

実験方法

弱

粒
の

大
き
さ

S

0 100

A, S, 
L

G

G＝……



G ：粒状感 A ：彫りの深さ(振幅) S ：粒の大きさ L ：最大輝度値

1.126.00.484.25 3 －＋－ LSAG 

モデル式の導出（AI,機械学習を利用）

決定係数0.763
実験によるデータに分析を行い，粒状モデルを得る．

変数

G = 80

等粒状感曲面

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

最
大

輝
度

L

35

24

11

0

4
3

2
1

5

0 50 100 150 200250

振幅 A粒の大きさ S

G = 20
G = 40 G = 100

G = 60

ニューラルネッワーク
の利用



ディスプレイの最大輝度が変化した場合

35

24

11

4
3

2
1 0 50 100 150 200 250

G = 54の等粒状曲面

128

高輝度

11

低輝度

5
0

振幅 A粒の大きさ S

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
最
大
輝
度

L



等粒状曲面を用いた質感マネジメント

35

24

11

4
3

2
1 0 50 100 150 200 250

高輝度

低輝度

128
5

低輝度下の
補正結果

振幅 ：232
サイズ ：4
最大輝度：11

0

粒の大きさ S 振幅 A

G = 54の等粒状曲面

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
最
大
輝
度

L

L = 11の面

〇シンプルな質感マネジメントの例



質感再現のための研究連携

質感（視覚）
科学

情動計測

質感工学 情報工学

質感マネジメント

質感
モデル

産
学

連
携

基
礎

研
究

溝上グループ 堀内・平井グループ

津村グループ 今泉グループ



機械学習

主観評価実験（←良質ビッグデータの集積）

評価画像

粒状感 G を0~100で判断

強

✓評価時間自由
✓20代の男女7名

✓暗室下
✓ランダム表示

彫りの深さ(振幅) A

9×3 = 27枚合計枚数

実験環境

実験風景

最大輝度 L

実験方法

弱

粒
の

大
き
さ

S

0 100

A, S, L G

集中
してる？



⾊素成分分離と⼼拍波形の計測（情動計測）

18

カメラで撮影されたRGBカラー画像をヘモグロビン成分，
メラニン成分，陰影成分に分離する.

元画像 ヘモグロビン メラニン 陰影

特徴点抽出 ヘモグロビン平均画素値の時間変化

0 30(s)時間

平
均
画
素
値

5840

5940

[Tsumura , N et al., 2003]



質感再現のための研究連携

質感（視覚）
科学

情動計測

質感工学 情報工学
質感マネジメント

質感
モデル

産
学

連
携

基
礎

研
究

溝上グループ 堀内・平井グループ

津村グループ 今泉グループ



質感情報の電子透かし化

色質感データ

光沢領域データ

既
存
の
カ
ラ
ー
の
み
シ
ス
テ
ム
（
記
録
，
伝
送
等
）

光沢情報埋込後の色データ

可逆圧縮

分散光沢
情報埋込

光沢情報抽出

光沢情報
分離

色情報
分離

互換性
を実現



質感情報の電子透かし化

既存のカラープリント

新世代質感プリント

既
存
の
カ
ラ
ー
の
み
シ
ス
テ
ム
（
記
録
，
伝
送
等
）

光沢情報埋込後の色データ

逆圧縮

光沢情報抽出
既存システムと互換性
のある金色プリントを実現

情報
離

互換性
を実現



質感再現のための研究連携

質感（視覚）
科学

情動計測

質感工学 情報工学質感
モデル

基
礎

研
究

溝上グループ 堀内・平井グループ

ｊ

①質感マネジメント

➁良質な
ビッグデータ 津村グループ 今泉グループ

➂互換性

産
学

連
携



産学連携と国際標準化

ご協力を承諾いただいている 卒業生＠
約１２社 （卒業生に限定せずに今後様々な
企業に協力をお願いする．）

国際標準化 （溝上先生にノウハウ）
上記の企業と密に連携して、日本からCIEに
提案する．共同研究者のJ. Y. Hardeberg氏
や R. W. Fleming氏の協力を得る．



達成目標（1年目）

光沢プリンターの質感マネジメント技術を完成

Mimaki 
Eng.

インクジェット



達成目標（2年目以降とゴール）形状も考慮

３D質感プリンターの質感マネジメント技術

超質感（波及）情動計測による社会マネジメント

＋ 感情・情動
ビッグデータ

マーケティング

臓器Mimaki Eng.

https://japan.mimaki.com/special/3d_print/



Mimaki Eng.

https://japan.mimaki.com/special/3d_print/



膨大な質感産業（大規模プレミアム市場）

を牽引する千葉大学

車の外装 車の内装 パッケージ

化粧業界

コンピュータ
グラフィックス
（映画産業，
ゲーム産業
等のコンテ
ンツ産業）

これは
CGです



凸凹

指向性 拡散性

小

中

大

照明の拡散性と「質感の恒常性」

ここから質疑応答用資料



評価実験 ： 実験中に心電図を計測

回帰分析

評価画像

粒状感 G を0~100で判断

強

✓評価時間自由
✓20代の男女7名

✓暗室下
✓ランダム表示

彫りの深さ(振幅) A

25×5 = 125枚合計枚数

実験環境

被験者

最大輝度 L

実験方法

弱

粒
の

大
き
さ

S

0 100

A, S, L G
心電図

暗室
h

3h

実験環境



集中してない状態を心電図から計測

ピーク検出

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1 28 55 82 10
9

13
6

16
3

19
0

21
7

24
4

27
1

29
8

32
5

35
2

37
9

40
6

43
3

46
0

48
7

51
4

54
1

56
8

59
5

LF/HFの推移

LF
/H

F

接触型の計測ではビッグデータの構築に不利である．

R-R間隔脈波データ

時間 時間

パワースペクトル

60秒間のR-R間隔のフーリエ変換

パ
ワ
ー

周波数 時間

集中

散漫

LF HF
1



情動計測の応用展開の一例：
自閉症スペクトラム障害の早期発見
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